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平成24年度予算

一般・特別・企業会計合わせて

総額124億2,831万円 総額124億2,831万円 総額124億2,831万円 

一般会計 71億2,632万5千円

特別会計 48億1,948万5千円

企業会計 4憶8,250万円

第
一
回
の
定
例
会
で
、
今
中
町
長
が

平
成
24
年
度
の
予
算
を
編
成
す
る
に
あ

た
り
、
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

国
の
平
成
24
年
度
予
算
は
、
日
本
再
生
元
年

予
算
と
位
置
づ
け
、
一
般
会
計
の
総
額
九
十
兆

三
千
三
百
三
十
九
億
円
で
昨
年
度
よ
り
二
兆
七

百
七
十
七
億
円
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
再
生
重
点
化
措
置
と
し
て
経
済
社
会
の
真

の
再
生
に
資
す
る
た
め
の
予
算
を
重
点
配
分
と

し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興
費
を

別
枠
と
し
て
の
事
業
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
債
発
行
額
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
額
の
四
十
四
兆
二
千
四
百
四
十
億
円
と
三
年

連
続
で
、
税
収
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
、
平
成
24
年
２
月
17
日

に
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
が
閣
議
決
定

さ
れ
今
国
会
で
審
議
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直

接
国
民
に
負
担
の
か
か
る
部
分
で
あ
り
国
会
に

お
い
て
十
分
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
民
に

わ
か
り
や
す
い
改
革
で
安
心
で
き
る
社
会
保
障

制
度
の
確
立
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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総額124億2,831万円 総額124億2,831万円 

22
年
度
決
算
で

早
期
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却

さ
て
、
上
牧
町
は
、
平
成
20
年
度
決
算
で
、

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
「
早

期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
ご
負
担
や
ご
心
配
を
お
掛
け
い
た
し
ま

し
た
が
平
成
22
年
度
決
算
で
、「
早
期
健
全

化
団
体
」
か
ら
脱
却
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
住
民
、
議
会
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
賜
物
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
抜
本
的
改
革
と
し
て
土
地

開
発
公
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
問
題

特
別
委
員
会
で
長
時
間
ご
審
議
を
い
た
だ

き
、
又
外
部
監
査
法
人
か
ら
も
厳
し
い
指

摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
土
地
開
発
公
社
を
解
散

さ
せ
る
こ
と
が
、
住
民
の
方
々
に
、
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
一
番
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
土
地
開
発
公

社
の
財
政
負
担
の
大
き
な
影
響
は
続
き
ま

す
が
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

住
民
と
と
も
に

協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

本
年
も
２
月
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
や

今
後
の
見
通
し
等
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
説

明
し
、
意
見
交
換
を
行
う
た
め
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
て
お
り
、
厳
し
い
ご

意
見
や
要
望
、
貴
重
な
ご
提
案
頂
き
ま
し

た
。
参
加
人
数
の
多
少
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

終
了
時
に
は
拍
手
も
い
た
だ
く
場
面
も
あ

り
、
開
催
当
初
と
は
少
し
づ
つ
雰
囲
気
も

変
わ
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
内
容
も
工
夫
し
な
が
ら
継
続

し
、「
住
民
と
と
も
に
協
働
と
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
き
る

こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

一
つ
ず
つ
確
実
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計

前
年
比
５
・
３
％
増

そ
れ
で
は
、
平
成
24
年
度
上
牧
町
一
般

会
計
予
算
で
す
が
、
前
年
度
対
比
５
・

３
％
増
の
七
十
一
億
二
千
六
百
三
十
二
万

五
千
円
と
い
た
し
ま
し
た
。
増
額
の
主
な

要
因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
山
新
町
線
及

び
桜
ヶ
丘
新
町
線
の
街
路
事
業
で
ご
ざ
い

ま
す
。

歳
出
の
性
質
別
内
訳
で
は
、
ま
ず
義
務

的
経
費
で
す
が
、
退
職
手
当
組
合
負
担
金

の
改
正
及
び
給
与
削
減
の
戻
し
な
ど
、
人

件
費
の
増
加
に
よ
り
７
・
３
％
の
増
、
額

に
し
て
、
一
億
百
四
十
三
万
円
が
増
加
し

た
も
の
の
、
扶
助
費
３
・
５
％
の
減
、
公

債
費
８
・
３
％
の
減
、
併
せ
て
額
に
し
て

一
億
五
千
四
百
十
八
万
八
千
円
の
減
と
な

り
義
務
的
経
費
全
体
で
、
１
・
４
％
の
減
、

額
に
し
て
五
千
二
百
七
十
五
万
八
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
山

新
町
線
及
び
桜
ヶ
丘
新
町
線
の
街
路
事
業

を
進
め
る
た
め
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、

２
４
８
・
２
％
の
増
、
額
に
し
て
六
億
九

千
七
十
八
万
三
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。予

算
項
目
別
で
は
、
ま
ず
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
長

引
く
デ
フ
レ
感
や
景
気
も
低
迷
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
税
と
し
て
、
税
制
改
革
に
よ
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公
募
型
の
補
助
金
事
業
を
新
設

ま
た
、
平
成
22
年
10
月
に
住
民
の
方
々

で
上
牧
町
補
助
金
制
度
検
討
委
員
会
を
設

置
、
一
年
を
か
け
て
協
議
を
し
て
い
た
だ

き
、
意
見
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
補
助
を
受
け
る
機
会

を
よ
り
公
平
に
す
る
た
め
に
公
募
の
原
則

と
し
て
提
言
を
い
た
だ
き
、
本
年
度
に
創

意
と
工
夫
に
よ
る
町
民
と
町
と
の
協
働
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
補
助
金
の
交
付
と

判
定
委
員
会
開
催
に
か
か
る
費
用
を
含
め

て
公
募
型
の
補
助
金
事
業
と
し
て
補
助
限

度
額
三
十
万
円
と
し
百
五
十
万
円
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
を

九
歳
児
ま
で
拡
大

次
に
民
生
費
で
は
、
将
来
の
日
本
を
支

え
る
子
供
た
ち
を
、
今
私
た
ち
が
支
え
る

と
い
う
思
い
か
ら
、
子
育
て
支
援
の
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
の
所
得
制

限
撤
廃
と
対
象
年
齢
を
９
歳
児
ま
で
の
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
の
拡
大
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
三
千
万
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
聴

覚
障
害
者
等
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め

の
手
話
養
成
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

上
牧
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を

一
部
改
正
し
ま
す

税
率
改
正
に
よ
り
所
得
割
額
が
８
・
３
％

か
ら
８
・
０
％
、
資
産
割
額
が
50
％
か
ら

20
％
に
改
正
し
住
民
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。米

山
新
町
線
・
桜
ヶ
丘
新
町
線
の

街
路
事
業
ス
タ
ー
ト

次
に
、
土
木
費
で
は
、
社
会
資
本
整
備

交
付
金
を
活
用
し
、
住
民
生
活
に
直
結
し

た
道
路
整
備
と
し
て
維
持
修
繕
を
効
果

的
・
効
率
的
な
計
画
を
策
定
す
る
調
査
の

実
施
、
ま
た
、
都
市
計
画
街
路
・
米
山
新

町
線
及
び
桜
ヶ
丘
新
町
線
道
路
事
業
を
民

間
事
業
者
の
協
力
も
得
て
五
億
七
百
五
十

万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

二
小
の
耐
震
事
業
ス
タ
ー
ト

次
に
、
教
育
費
で
は
、
教
育
施
設
で
過

年
度
に
お
い
て
Ｉ
Ｓ
値
０
・
３
未
満
の
建
屋

は
順
次
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
更
に
地
震
防
災
緊
急
事
業
第
四
次

五
か
年
計
画
に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
値
０
・
３
以
上

０
・
７
未
満
の
建
屋
で
上
牧
第
二
小
学
校
の

耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
実
施
設
計
を
実
施

す
る
た
め
の
三
千
七
百
八
十
二
万
六
千
円

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
防
災
士
資
格
取
得
に
か
か
る
費

用
の
助
成
、
新
た
な
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
か
か
る
支
援
と
し
て
地
域
の
防
災
力

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
土
地
開
発
公
社
欠
損
金
の
補
填
、

供
用
済
み
の
土
地
の
買
戻
し
に
つ
い
て
予

算
措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

り
町
民
税
の
個
人
分
、
町
た
ば
こ
税
と
合

わ
せ
て
約
三
千
三
百
万
円
の
増
収
の
見
込

み
で
固
定
資
産
税
は
、
評
価
替
え
で
約
五

千
百
万
円
の
減
の
見
込
み
と
な
り
町
税
と

し
て
、
当
初
予
算
対
比
で
千
七
百
万
円
程

度
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。
予
算
額

と
し
て
二
十
億
四
百
十
二
万
八
千
円
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

地
方
特
例
交
付
金
は
約
二
千
九
百
万
円

の
減
額
、
地
方
交
付
税
は
千
八
百
万
円
の

増
額
を
見
込
ん
で
お
り
臨
時
財
政
対
策
債

を
含
む
実
質
の
地
方
交
付
税
総
額
で
は
八

百
二
十
三
万
円
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。ま

た
、
企
業
か
ら
の
寄
付
金
と
繰
入
金

で
二
億
九
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
給
与
の

削
減
を
、
平
成
18
年
４
月
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
よ
り
五
％
を

戻
し
、
支
給
で
き
る
よ
う
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

次
に
、
総
務
費
で
は
、
住
民
と
と
も
に

協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
平
成
22
年
度
よ
り
住
民
の
公
募

と
各
種
団
体
の
代
表
の
方
々
で
熱
心
に
協

議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
仮
称
）
上
牧

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
策
定
事
業
を

平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
協
議
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
、
予
算
を
計
上
を
い
た
し

ま
し
た
。



平成24年度当初予算の 

主  な  事  業  と  予  算 主  な  事  業  と  予  算 主  な  事  業  と  予  算 
　町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の予算で構成されています。一般会計は、教育や福祉、

道路や公園整備、ごみの処理などの行政経費の予算です。 

 平成24年度当初予算額は、71億2,632万5千円となり、前年度と比べて5.3％、3億5,834万8千円の

増額となっています。歳入については、都市計画街路事業に伴う寄附金の増、不動産売払収入の減、歳

出については、地方債の償還のピークが過ぎたことによる公債費の減及び制度改正による子ども手当

の減、都市計画街路事業による普通建設事業の増、乳幼児医療費の助成事業などが挙げられます。 

 平成22年度決算において、早期健全化団体から脱却することができました。平成24年度は土地開

発公社の解散に向け、厳しい財政状況のなか、児童、高齢者及び障害者施策を重点的とした、すべて

の人が安心して暮らせる福祉のまちづくりに力を入れた予算編成になっています。 

総務費 
・上牧町まちづくり基本条例策定事業 61万3千円 

・上牧町協働のまちづくり公募型補助金事業 157万5千円 

・上牧の魅力向上事業 112万円 

土木費 
・米山新町線及び桜ヶ丘新町線道路事業 5億750万円 

・公園内遊具等整備工事 189万円 

・橋の長寿命化修繕計画策定事業 200万円 

消防費 
・防災士育成助成事業 21万2千円 

・自主防災組織結成支援事業 400万円 

・避難誘導標識設置工事 49万4万円 

教育費 
・上牧第二小学校耐震化事業 3,782万6千円 

・総合型地域スポーツクラブ育成推進事業 12万円 

公債費 
・公債費適正化事業（下水道事業特別会計） 

 1,488万3千円 

・公債費適正化事業（住宅新築資金等貸付事業特別会計） 

 710万円 

民生費 
・乳幼児等医療費助成事業 3,000万円 

・手話養成講座事業 27万円 

・子ども手当 3億9,630万円 

・放課後児童健全育成事業 2,628万2千円 

衛生費 
・子宮頸がん等ワクチン接種事業 2,499万円 

・妊婦健康診査事業 1,425万円 

・ごみ処理施設整備事業 3,783万2千円 

農林商工業費 
・農業振興地域整備計画書策定事業  384万3千円 

・農業用施設管理補修工事 365万円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 
会計区分　　　　予算額　　　　前年度比 

水道事業　4億8,250万円　　1.6%

※予算額は、収益的支出と資本的支出で集計 

特別会計予算 
会計区分　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　　　　 前年度比 

国民健康保険 26億4,373万6千円 3.5% 

後期高齢者医療 2億1,854万1千円 11.7% 

下水道事業 5億8,862万1千円 △17.0% 

住宅新築資金等貸付事業 1,270万4千円 64.8% 

介護保険　保険事業勘定 13億4,893万4千円 20.8% 

　　　　　介護サービス事業勘定 694万9千円 18.5% 

合　計 48億1,948万5千円 5.0%

公
営
企
業
会
計 

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上

下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光

施
設
等
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質

か
ら
そ
の
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受

益
の
程
度
に
応
じ
た
料
金
（
使
用
料
）

で
賄
う
た
め
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す

る
こ
と
か
ら
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し

て
経
理
す
る
も
の
で
、
町
で
は
、
水
道
事

業
を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
い
ま
す
。 

特
別
会
計
予
算 

　
一
般
会
計
と
は
切

り
離
し
て
、
特
定
の

事
業
ご
と
に
経
理
す

る
予
算
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
事

業
や
下
水
道
事
業
な

ど
、
主
に
保
険
料
や

使
用
料
な
ど
、
特
定

の
収
入
で
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
負
担
と

受
益
の
関
係
が
明
確

に
な
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
町
で

は
五
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。 
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一般会計　歳入 ７１億２,６３２万５千円 

地方交付税 

25億5,500万円 

35.9％ 

町　税 

20億412万8千円 

28.1％ 

その他 
3,200万3千円 
0.4％ 

自動車取得税交付金 
1,910万9千円 
0.3％ 

利子割交付金 
1,186万3千円 
0.2％ 

諸収入 
2,964万1千円 
0.4％ 

地方譲与税 
5,495万1千円 
0.8％ 

繰入金 
5,049万9千円 
0.7％ 

分担金及び負担金 
8,690万5千円 
1.2％ 

地方消費税交付金 
1億5,296万4千円 

2.1％ 

使用料及び手数料 
1億9,422万6千円 

2.7％ 

県支出金 
4億3,576万9千円 

6.1％ 

寄附金 
2億4,000万1千円 

3.4％ 

町　債 
4億5,953万円 
6.4％ 

国庫支出金 
7億9,973万6千円 

11.2％ 

〔歳入の種類〕 

◆町　税……町民税や固定資産税など町民のみなさんか

　らの税金 

◆分担金・使用料など……特定の事業の経費に充てるた

　め、その事業の受益者などが負担するお金 

◆地方交付税……国が市町村の財政状況に応じて交付す

　るお金 

 

◆国県支出金……町の特定事業のために国や県から支出

　されるお金 

◆町　債……建設事業など、将来の町民にも建設費用を

　負担してもらった方が公平であると考えられる事業の

　資金調達のために借り入れるお金 

町民一人当たりの歳入一般会計予算 

地方譲与税・交付金 1万1,172円 

　地方譲与税 2,289円 
　地方消費税交付金 6,371円 

町　　　税 8万3,471円 

　町民税 4万6,500円 
　固定資産税 3万　687円 
　たばこ税 4,904円 

分担金及び負担金 3,620円 

　保育所保育料 3,305円 

そ　の　他 13,445円 

　寄附金 9,996円 

使用料及び手数料 8,089円 

　幼稚園使用料 761円 
　町営住宅使用料 2,886円 
　ごみ処理手数料 2,483円 

地方交付税 10万6,414円 

　普通交付税 9万5,585円 
　特別交付税 1万　829円 

国庫支出金 3万3,308円 

町　　　債 1万9,139円 

　子どもに 1万4,333円 
　障害福祉に 6,621円 

県 支 出 金 1万8,149円 

　子どもに 3,372円 
　障害福祉に 3,434円 
　医療費に 1,532円 

29万6,807円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成24年1月1日現在の 
人口（24,010人）で 

算出 
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一般会計　歳出 ７１億２,６３２万５千円 

その他 
3,532万円 
0.5％ 
 

民生費 
16億9,140万4千円 

23.7％ 

公債費 
12億7,751万7千円 

17.9％ 

衛生費 
7億2,686万7千円 

10.2％ 

諸支出金 
4億8,282万5千円 

6.8％ 

教育費 
6億4,293万5千円 

9.0％ 

消防費 
2億8,504万2千円 

4.0％ 

土木費 
10億3,486万7千円 

14.5％ 

議会費 
1億279万1千円 

1.4％ 

総務費 
8億4,675万7千円 

11.9％ 

〔目的別歳出の種類〕 

◆議会費……議会の活動に要する経費 

◆総務費……庁舎の管理、戸籍、統計、徴税、選挙など

　役場を運営するための全般的な経費 

◆民生費……子どもや高齢者、障害者への福祉などに要

　する経費 

◆衛生費……健康診断や予防接種、ゴミの回収処理など

　に要する経費 

 

◆土木費……道路や公園、区画整理やまちづくりに要す

　る経費 

◆消防費……消防や救急、防災などに要する経費 

◆教育費……小・中学校の教育施設や文化の向上などに

　要する経費 

◆公債費……借入金の返済に要する経費 

町民一人当たりの目的別歳出一般会計予算 

公債費 

民生費 

総務費 

議会費 

消防費 

教育費 

衛生費 

土木費 

その他 

○借入金の償還に 5万3,208円 

○予備費、労働、農業、商業の振興に 1,782円 

○高齢者や児童の福祉に 8万4,796円 
　後期高齢者医療制度に 3,097円 
　老人福祉に 2,906円 
　障害福祉に 13,979円 
　国民健康保険事業に 9,483円 
　児童福祉に 33,271円 
　介護保険事業に 8,292円 

○学校、図書館の運営などに 2万6,778円 
　小学校に 7,034円 
　中学校に 4,409円 
　図書館の運営に 1,479円 
　スポーツ振興に 1,600円 

○病気予防、ごみ処理、し尿処理などに 
 3万274円 
　病気予防に 6,958円 
　静香苑環境衛生組合の運営に 4,266円 
　ごみ処理に 14,236円 
　し尿処理に 3,655円 

○道路、下水道の整備などに 4万8,549円 
　道路、街路の整備に 30,208円 
　下水道事業に 5,447円 
　公園の整備に 862円 
　公営住宅の管理に 1,559円 

○選挙、庁舎の管理、電算経費などに  
 3万5,156円 
　町長選挙に 330円 
　町税の課税、徴収に 4,270円 

○消防活動、防災のために 1万1,983円 
　西和消防組合の運営に 10,652円 
　町消防団の運営に 1,051円 

○町議会運営のために 4,281円 

29万6,807円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成24年1月1日現在の 
人口（24,010人）で 

算出 
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こ
の
ほ
ど
、
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

よ
り
上
牧
町
交
通
安
全
母
の
会
に
「
足

型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
」
二
百
五
十
枚
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
」
は
子
ど

も
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
路
上
に

貼
る
も
の
で
、
主
に
学
校
や
保
育
所
周

辺
に
良
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

役
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
の
後
、
早

速
役
場
前
横
断
歩
道
に
同
マ
ー
ク
を
貼

り
付
け
ま
し
た
。

トラック協会より

足型マーク250枚

片
岡
台
一
丁
目
自
治
会
（
阿
部
敏
雄

会
長
）
で
は
地
域
の
絆
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
地
域
内
の
情
報

を
掲
載
し
た
「
片
岡
台
一
丁
目
自
治
会

便
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

隔
月
年
六
回
発
行
の
こ
の
地
域
紙
は

町
内
の
行
事
や
自
治
会
の
活
動
を
始

め
、
役
員
の
紹
介
・
会
員
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
も
掲
載
さ
れ
、
地
域
の
知

ら
な
い
こ
と
が
良
く
わ
か
る
と
大
変
好

評
で
す
。

自
治
会
で
は
今
後
も
地
域
内
の
情
報

を
み
ん
な
で
共
有
し
、
さ
ら
に
絆
を
深

め
る
た
め
に
こ
の
地
域
紙
の
活
用
を
す

す
め
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。

片岡台１丁目

自治会で自治会便りを発刊

上
牧
町
自
治
連
合
会（
三
浦
詔
俊
会
長
）で
は
、
滝
川

左
岸
で
「
鯉
の
ぼ
り
滝
川
流
し
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
に
元
気
を
取
り
戻
し
、
遊
歩
道
を
利
用
す
る
か
た

に
、
鯉
が
大
空
に
泳
ぐ
姿
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
た

も
の
で
、
約
二
十
セ
ッ
ト
を
文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら

滝
川
遊
歩
道
に
沿
っ
て
吹
き
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
月
13
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

今
月
13
日
ま
で

鯉
の
ぼ
り
滝
川
流
し
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安心こども基金

人命救助で感謝状

谷口さんら三名に

４
月
８
日
（
日
）
、
下
牧
自

治
会（
吉
村
博
行
会
長
）で
は
、

上
牧
町
消
防
団
第
一
分
団
北

部
第
一
分
隊
の
協
力
を
得
て

初
期
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
訓
練
は
自
主
防
災
の

一
環
と
し
て
、
火
災
が
発
生

し
て
か
ら
消
防
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
初
期
消
火
に

よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

消
火
ホ
ー
ス
格
納
庫
か
ら

ホ
ー
ス
を
取
出
し
道
路
に
埋

設
さ
れ
た
消
火
栓
に
接
続
、

想
定
さ
れ
た
火
点
に
向
か
っ

て
放
水
す
る
内
容
で
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
大
勢
の
地
域
住
民
が
参

加
し
、
消
防
団
の
指
導
を
熱

心
に
う
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
別
交
付
金

に
よ
り
都
道
府
県
に
造
成
さ
れ
た
基
金

を
活
用
し
、
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
災
害
時
に
子
ど
も
達
を
危
険
か

ら
守
る
た
め
に
避
難
車
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

空
気
清
浄
機
、
不
審
者
か
ら
児
童
を
守

る
た
め
の
さ
す
ま
た
や
命
を
守
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
今
中
町
長
よ
り
全
て
の
保
育
所

（
園
）に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
素
子
さ
ん
・
高
鴨
麻

実
さ
ん
・
山
口
優
子
さ
ん
（
葛

城
台
）
に
西
和
消
防
組
合
消
防

本
部
よ
り
人
命
救
助
に
対
す

る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
月
19
日
午
後

４
時
頃
、
葛
城
台
の
茨
崎
池

で
、
９
歳
の
男
児
が
池
に
落

ち
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
三
名
が
い
ち
は
や

く
現
場
に
駆
け
つ
け
迅
速
で

適
切
な
活
動
に
よ
り
救
助
し

た
功
績
に
よ
り
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

下

牧

自

治

会

初
期
消
火
訓
練
を
実
施
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町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。（

）内
は
旧
職
。

【
部
長
級
】

▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長

竹
島
正
貴
（
福
祉
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
福
祉
課
長

阪
本
正
人
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

【
係
長
級
】

▼
秘
書
課
係
長（
静
香
苑
派
遣
）

玉
置
宏
勝
（
環
境
課
係
長
）

▼
環
境
課
係
長

今
中
廣
（
秘
書
課
係
長
　
静
香
苑
派
遣
）

▼
教
育
総
務
課
係
長

丸
橋
秀
行
（
秘
書
課
主
査
）

▼
第
一
保
育
所
主
任
保
育
士

森
田
康
子
（
第
一
保
育
所
保
育
士
）

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

☆
５
月
２
日（
水
）か
ら
６
月
５
日（
火
）ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
　
青
竹
会（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
水
曜
組
（
陳
列
ケ

ー
ス
）

☆
役
場
　
５
月
21
日（
月
）か
ら
８
月
３
日（
金
）

ま
で

・
水
墨
画
　
幽
秀
会

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

ペ
ガ
サ
ス
再
開
検
討
委
員
募
集

文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
る
ペ
ガ
サ
ス
ホ

ー
ル
の
「
公
益
性
・
必
要
性
・
効
果
」
の

観
点
か
ら
住
民
の
様
々
な
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

若
干
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書

類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、

広
く
住
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う
、

委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
年
代
、
性
別
、

地
域
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
ま
す
。）

▼
資
　
格

次
の
条
件
を
満
た
す
か
た
。

・
十
八
歳
以
上
で
上
牧
町
内
に
在
住
、
在
勤

し
て
い
る
か
た
。

▼
と
　
き

５
月
１
日（
火
）か
ら
５
月
31
日（
木
）必
着

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
（
用
紙
は
中
央
公
民

館
と
片
岡
台
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
出
来
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

持
参
・
郵
送
い
ず
れ
か
の
方
法
で
社
会
教

育
課
・
中
央
公
民
館
か
片
岡
台
出
張
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ

れ
た
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
郵
送
先

〒
６
３
９
ー
０
２
１
４

上
牧
町
大
字
上
牧
３
２
４
１
番
地

上
牧
町
中
央
公
民
館

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
徴
収
を
し
ま
す

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴

収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

出
張
徴
収
日
程

●
新
町
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

新
町
第
一
公
民
館

●
下
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

下
牧
文
化
会
館

●
南
上
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
29
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

南
上
牧
公
民
館

●
松
里
園
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
29
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

松
里
園
公
民
館

当
日
不
都
合
な
か
た
や
出
張
徴
収
該
当

地
区
以
外
の
地
区
の
か
た
は
、
徴
収
課
ま

た
は
片
岡
台
出
張
所
の
ほ
か
、
各
金
融
機

関
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

▼
金
融
機
関

り
そ
な
・
南
都
・
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
近
畿
大

阪
・
第
三
銀
行
の
各
本
支
店
、
奈
良
中
央

信
用
金
庫
・
大
和
信
用
金
庫
、
奈
良
県
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
納
期
限

５
月
31
日（
木
）

▼
問
合
先

徴
収
課

役
場
内
線
１
２
５
番

上
牧
町
職
員
募
集

保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
　
種

保
健
師

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
資
　
格

保
健
師
の
資
格
を
持
つ
か
た
で

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

▼
必
要
書
類

履
歴
書
・
資
格
取
得
証
明
書

▼
給
　
与

上
牧
町
給
与
条
例
の
定
め
に
よ

る
。
そ
の
他
、
住
宅
手
当
、
扶
養
手
当
、

期
末
勤
勉
手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
条
件
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
１
日（
火
）か
ら
５
月
11
日

（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
問
合
先

秘
書
課
　

役
場
内
線
２
３
６
番

臨
時
会
は
５
月
７
日
か
ら

第
一
回
上
牧
町
議
会
臨
時
会
は
、
５
月

７
日（
月
）の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局

役
場
内
線
３
０
４
番



11
かんまき 2012.5.

自
転
車
事
故
が
急
増

近
年
、
自
転
車
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。自

転
車
事
故
と
い
う
と
、
車
と
の
接
触
事

故
な
ど
の
交
通
事
故
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
最
近
は
少
し
様
子
が
違
う
よ
う
で
す
。

自
転
車
同
士
の
事
故
や
、
特
に
多
い
の

が
自
転
車
対
歩
行
者
の
よ
う
な
、
歩
行
者

に
対
す
る
事
故
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数
は
、
年
間

約
十
九
万
人
と
、
10
年
前
の
五
倍
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
自
転
車
に
関

係
す
る
取
締
り
も
、
以
前
よ
り
も
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
、
無
灯
火
、

酒
酔
い
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な
違
反

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
検
挙
さ
れ
た
り
、

適
正
な
処
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

事
故
が
起
こ
れ
ば
、
た
と
え
自
転
車
で

あ
っ
て
も
、
加
害
者
・
被
害
者
ど
ち
ら
に

も
な
り
え
る
乗
り
物
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
よ
く
考
え
れ
ば
自
転
車

は
か
な
り
危
険
な
乗
り
物
で
す
の
で
、
自

転
車
マ
ナ
ー
や
自
転
車
保
険
に
つ
い
て
も

考
え
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
自
転
車
保
険
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
保
険
）

自
転
車
事
故
の
死
傷
者
数
は
な
ん
と
、

約
十
九
万
人
。
も
し
も
の
時
の
、
セ
フ
テ

ィ
ち
ゃ
ん
の
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
保
険
な
ら
、
最

高
二
千
万
円
の
保
証
が
付
い
て
い
る
の
で

安
心
で
す
。

年
に
一
回
、
セ
フ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
自
転

車
完
全
整
備
店
で
、
点
検
・
整
備
を
受
け

役
場
庁
舎
前
花
壇

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

四
季
折
々
に
花
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み

な
が
ら
役
場
庁
舎
前
花
壇
の
管
理
を
目
的
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
花
と
緑
の

会
」
で
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

年
に
二
回
の
植
え
替
え
と
一
か

月
に
一
回
程
度
の
管
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

▼
会
　
費

千
円
（
年
間
）
保
険
代
を
含
み

ま
す
。

▼
問
合
先

伊
東
　

73
ー
１
０
０
８

る
と
そ
の
し
る
し
と
し
て
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が

自
転
車
に
貼
付
さ
れ
ま
す
。

セ
フ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
賠

償
責
任
保
険
と
障
害
保
険
の
二
つ
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
一
年
の
付
帯
保
険
が
つ
い
て

い
ま
す
。

▼
損
害
賠
償
額

最
高
限
度
額
二
千
万
円

も
し
も
の
と
き
の
、
相
手
へ
の
補
償
が

賠
償
保
険
で
す
。
平
成
17
年
よ
り
賠
償
限

度
額
が
が
二
千
万
円
と
な
り
、
ま
た
重
度

障
害
が
、
一
か
ら
七
級
に
拡
大
さ
れ
さ
ら

に
安
心
が
広
が
り
ま
し
た
。

▼
障
害
補
償

死
亡
・
重
度
後
遺
症
障
害
　
一
律
百
万

円
、
障
害
入
院
十
五
日
以
上
　
十
万
円

も
し
も
の
時
の
、
自
分
の
ケ
ガ
や
死
亡

補
償
が
障
害
保
険
で
す
。

外
国
人
の
皆
さ
ん
の

住
民
登
録
制
度
が
変
更

７
月
９
日
（
月
）
よ
り
新
た
な
在
留
管
理

制
度
が
始
ま
り
、
外
国
人
住
民
の
か
た
も

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
在
留
管
理
制
度
が
始

ま
る
こ
と
で
、
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止

と
な
り
ま
す
。

▼
ど
ん
な
風
に
変
わ
る
の
？

町
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
か
た
も

住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
と
な
り
、
外

国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
の
変
わ

り
、
住
民
票
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
を
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
や
「
在
留
カ
ー
ド
」

に
順
次
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
入
国
管
理
局
で
在
留
期
間
の
更
新
や

在
留
資
格
変
更
の
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
、

役
場
へ
の
報
告
は
不
用
に
な
り
ま
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
に
な
る
と
ど

う
な
る
の
？

外
国
人
の
か
た
に
も
「
住
民
票
」
が
作

成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
人
と
外
国

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
世
帯
の

住
民
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
な
ど

が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
上
牧
町
か
ら
他
の
市
町
村
へ
引

越
し
さ
れ
る
時
は
、
「
転
出
」
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
、
「
転
出
証
明
書
」
を
交

付
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
「
転
出
証
明

書
」
と
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
も
し
く

は
「
在
留
カ
ー
ド
」
を
持
参
し
て
転
入
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

海
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
再
入
国
許

可
を
得
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則

と
し
て
転
出
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。５

月
中
旬
に
新
し
く
作
成
す
る
住
民
票

の
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
通
知
を
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
特
別
永
住
者
証
明
書
と
は
？

特
別
永
住
者
と
し
て
在
留
資
格
を
有
す

る
外
国
人
の
方
に
、
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
当
分
の
間
は
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
を

「
在
留
カ
ー
ド
」
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
在
留
資
格
や
在
留
期
間
、
年
齢

な
ど
で
有
効
期
限
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

大
阪
入
国
管
理
局
　
奈
良
出
張
所

０
７
４
２
ー
23
ー
６
５
０
１

・
総
務
省

h
ttp
//w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/m
ain
_
so
siki/

jich
i_
g
yo
u
sei/c-g

yo
u
sei/zairyu

u
.h
tm
l

・
法
務
局
入
国
管
理
局

h
ttp
//w
w
w
.im
m
i-m
o
j.g
o
.jp
/n
e
w
im
m
-

lact_
1
/in
d
ex
.h
tm
l

・
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

０
５
７
０
ー
０
１
３
９
０
４

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
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皆さんは、「健康手帳」をご存じですか？

今回は健康手帳についてお話しします。

町では、毎年、年度初めに40歳になられ

るかたに健康手帳を郵送しています。40歳

以上のかたはすでに健康手帳をお持ちだと思

いますが、手元にあるか今一度確認してみて

ください。健康手帳には、ご自身の健康状態

を記録していくページがたくさんあります。

特定健康診査や各種検診の記入、身長・体

重・血液検査データ・血圧・薬の名前や服用

歴などが記入できます。

その時の健康状態を書き込んでいくことに

よって、自分自身の過去・現在の健康状態が

一目でわかるようになっています。また、記

録を医師に見せることで、診察や治療もスム

ーズになります。

健康づくりのポイントや検査データの見方

も載っていますので、検診後に参考にしてい

ただけます。町では特定健康診査、各種がん

検診、歯周疾患検診、肝炎ウィルス検診など

生活習慣病予防のために大切な検診を実施し

ています。（詳細は毎月の広報でご確認くだ

さい。）

健康の維持・増進のためには生活習慣病な

ど様々な病気にかからないように、普段から

予防に努めたいものです。

そのためには、年に一度は検診を受け、生

活習慣病の改善などが必要なときには積極的

に保健指導を受ましょう。

検診を受けるときや健康教室などに参加し

たり、保健指導や健康相談などを受けるとき

には「健康手帳」をお持ちください。

40歳以上のかたで、健康手帳をお持ちで

ないかたや検診などの記録が全て記入されて

いるかたで、新しい健康手帳が必要なかたに

は2000年会館、役場保険年金課、片岡台出

張所でお渡ししていますので、ぜひ、ご活用

ください。

いつまでも、きれいな歯でいたいとは誰も

が願うことです。80歳で20本の歯を保つた

めには、日頃より歯の健康状態をチェックす

ることが大切です。ぜひ、この機会に歯周疾

患検診を受けましょう。

対象者は、今年度40歳になるかたから70

歳までのかたです。

期間は来年３月末まで。

実施医療機関は、上牧・王寺町内の歯科医

院です。（医院で上牧町の歯周疾患検診を受

けたいと伝えてください。）

●

健

康

手

帳

に

つ

い

て

●

高
齢
者
教
養
講
座
　
開
催

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る

高
齢
者
教
養
講
座
を
開
き
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

講
演
「
認
知
症
の
ち
ょ
っ

と
い
い
話
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
話
」

講
師
　
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
病
院

診
療
部
長
　
織
部
裕
明
さ
ん

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か

た
▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

５
月
30
日
（
水
）
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
地
区
会
長

へ
、
そ
の
他
の
か
た
は
生
き
活
き
対

策
課
窓
口
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

布
ぞ
う
り
作
り
　
講
習
会

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
布

ぞ
う
り
作
り
の
講
習
会
を
開
き
ま
す

▼
と
　
き

６
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
。
両
日
と

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健

指
導
室

▼
募
集
人
数

各
十
五
名

▼
参
加
費

百
円

▼
持
ち
物

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ
な
ど

（
タ
オ
ル
地
は
不
可
）
布
用
ボ
ン
ド
、

は
さ
み
、
三
十
㎝
さ
し

歯周疾患検診は

無料で受けることができます。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

★１歳８ヵ月児健康診査
と　き：５月30日（水)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成22年９月19日から10
月30日生まれ。

★妊婦さん集まれ
２回開催【要予約】

とき・内容：
５月25日（金）
午後１時30分から２時30分まで。
妊婦同士の交流会、栄養のお話
６月５日（火）
午後１時30分から３時まで。
助産師のお話
対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

★婦人検診（乳がん･子宮がん）
（集団）
と　き：５月22日（火)
・乳がん、子宮がん検診のどちらか
を受診されるかた
午後１時から１時30分までの受
付と午後２時30分から３時まで
受付のどちらか

・乳がん、子宮がん検診の両方を受
診されるかた
午後１時30分から２時30分まで受付
対象者：
（乳 が ん）40歳以上（1972年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦偶数年生まれのかた

（子宮がん）20歳以上（1992年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦偶数年生まれのかた

検査方法：
（乳 が ん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頸部細胞診、内診
定　員：【要予約】
（乳 が ん）先着50名
（子宮がん）先着100名

★乳児相談
と　き：５月８日（火）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）。午後２時から２時
30分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保健師のお話：テーマ
「赤ちゃんの病気」、保護者の交流）。
交流会の時間は、計測を一時中
断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：５月25日（金）
午前９時から11時までと午後１
時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：５月25日（金)【要予約】
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁
煙・生活習慣を改善したいなど、何
でもお気軽にご相談ください。

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児
と　き：５月10日（木)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成24年１月13日から２月
10日生まれ。

10ヵ月児
と　き：５月10日（木)
時間は個人通知します
対象者：平成23年６月13日から７月
10日生まれ。

費　用：1,000円（75歳以上は500円）
生活保護世帯のかたは無料です。
事前に生き活き対策課で申請を行
ってください。

申込方法：５月９日（水）
午前８時30分から電話か生き活き
対策課窓口でお申し込みください。

※申込開始日で定員に達することも
あります。

★婦人検診（乳がん･子宮がん）
（個別開始）
☆乳がん
と　き：５月１日から来年２月28日
まで

対象者：40歳以上で誕生年が西暦
偶数年生まれのかた

検査方法：視触診・マンモグラフィ
費　用：2,000円

（75歳以上のかたは1,000円）
☆子宮がん
と　き：５月１日から来年２月28日
まで

対象者：20歳以上で誕生年が西暦
偶数年生まれのかた

検査方法：頸部細胞診・内診
費　用：2,000円。生活保護世帯のか
たは無料です。事前に生き活き対策
課で申請を行なってください。

受診方法：個別検査を受ける場合は
受診票を2000年会館か片岡台出
張所で受け取り、実施医療機関
を確認のうえ受診してください。

▼
申
込
方
法

５
月
７
日（
月
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

利
用
し
て
頂
け
ま
す
。

５
月
10
日
（
木
）
・
30
日
（
水
）
の
午
後
は
健

診
な
ど
で
混
み
合
い
ま
す
。
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物を買ったり、サービスを申し込む時 
どんなことをチェックするべき？ 

　春は、子どもたちの入園・入学、就職、そして社会人にとっては転勤など、たくさん

の人がそれぞれの新生活をスタートさせる時期です。それに伴い、物を買ったり、サー

ビスを申し込んだり、いわゆる「契約」をすることが増える時期でもあります。契約を

する時、どんなことに気を付けるべきか？よく受ける相談内容をもとに解説します。 

「無料」「タダ」という言葉に騙されない。何が無料なのかタダなのかしっかりと確認！ 

◎携帯電話の基本通話料が無料になると聞いて申し込んだが、解約できる時期が決まっていて、

それ以外の時期に解約を申し出ると解約金を請求された。 

◎衛星テレビ放送「○日間無料」という宣伝を見て申し込んだ。好みの番組が少ないことに気が

付き、解約を申し出たら違約金を請求された。 

◎工事費用無料という言葉を鵜呑みにして、インターネットのプロバイダー契約を申し込んだ。

しかし自分が申し込んだコースは工事費用が無料でなかった。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼ 

　いずれも、契約書や約款には解約に関することなども記載されています。契約書や約款には様々

なことが細かい文字で記載されていることが多く、なかなか読む気にならないのも事実です。し

かし「無料」や「タダ」という言葉にひかれて締結した契約は、その言葉に踊らされて、安易に

契約してしまう傾向があります。少なくとも、どういう場合に「無料」や「タダ」になるのか？

あんまり吟味した契約ではないなら、解約するときはどうなるのか？ぐらいはしっかりと確認し

ておくべきです。 

 

携帯電話とスマートフォンの違いを理解して購入していますか？ 

　最近学生も含め、スマートフォンを持つ人を見かけることがとても多くなりました。スマート

フォンと携帯電話の違いを理解した上で購入していますか？スマートフォンは簡単に説明すると、

小型パソコンに電話機能が付いたものです。外出先でも簡単にインターネット検索ができる。好

きなアプリ（パソコンでいうソフト）をダウンロードして、自分の好みに合う機器として使うこと

ができる。などのメリットがあります。しかし、インターネットに繋ぐ機会が多くなるので、通

信料が携帯電話より高くなることが多いのも事実です。使い放題の通信料も携帯電話より高く設

定されています。インターネットに繋ぐ機会が増えるので、子どもに持たせる場合はしっかりと

フィルタリングをすることを検討してください。またアプリをダウンロードする際にウィルスに

感染することもあるので、ウィルスチェックをする機能を付けることお勧めします。 

 
消費生活に関する知識を身につけるために「出前講座」を受けませんか？ 

　ここで説明したような、契約時や購入時に気を付けるべきことなども含め、消費生活相談に関

する講座を本年も開催します。 

　学校のＰＴＡや自治会、老人会など、おおむね20名以上が集まる会合に、消費生活相談員が出

向き、今増えている相談やトラブル内容などをもとに、気を付けてほしい点、騙されやすいポイ

ントなどに関してＤＶＤや資料を使いながら詳しく説明します。（例：契約はどんな時に成立す

るのか、契約時に気を付けることは？　どんなセールストークで悪徳商法は広がっているのか？）

講師料は無料、資料やＤＶＤなども講師が用意しますので、会場のご用意だけお願いします。 

　出前講座に関する詳しい問い合わせや申し込みは、役場2階秘書課にてできます。もちろん電

話での問い合わせもＯＫです。 
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 78－9903
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月

火
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木
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火
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木
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火
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木
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火
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木
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２
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９
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5月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

望遠ニッポン見聞録
ヤマザキマリ著　幻冬舎

なるほど！「藤原京」100のなぞ
奈良県立橿原考古学研究所編　柳原出版

日本で初めての都城
とされる藤原京が都
だったのはわずか
16年。詳しい場所
や規模は長らく不明
でしたが、近年の考
古学研究により判明
しつつあります。そ
んな藤原京の姿や当
時の生活などについ
てまとめています。

奈良大和の里山　吉崎喜寿写真集
東方出版

永世棋聖である米
長邦雄さんが、
2012年１月に行
われたコンピュー
タ将棋ソフトとの
対戦を振り返り、
対戦に向けての心
構えや当時感じた
こと、また将棋へ
の真摯な想いを語
った本です。

われ敗れたり
米長邦雄著　中央公論新社

本の挿絵やマスコ
ットキャラクター
を手がけ、イラス
トレーターとして
も活躍中の著者の
仕事や子どもたち
に伝えたいことが、
イラストを交えて
書かれています。

小学生から社会人まで楽しめる内容
です。（児童書）

キャラクターデザインの仕事
たかいよしかず著　大日本図書

奈良盆地では
少なくなって
きています
が、少し足を
伸ばせば自然
とともに暮ら
す里山は、ま
だまだ健在で

す。大和高原を中心に撮影された、
美しい四季の風景の数々を収録し
た写真集です。

日本に窮屈さを感
じ、長く海外で暮ら
す漫画家の著者が、
離れているからこそ
見えるという日本の
面白さや素晴らし
さ、文化について読
みやすいユーモアた
っぷりの文章で論じ
ています。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki .nara . jp/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

★5月のお話会ピーターパン★

15日（火）
午前10時30分から

12日（土）・26日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

寺
子
屋
か
ら
の
募
集 

・
小
学
生（
３
〜
６
年
生
） 

　
　
　
　
よ
く
で
き
た
が
10
以
上 

五
千
円
　
　
算
国
　
週
２
回
　
８
Ｈ
／
月 

　
　
　
　
　
　
英
　
週
２
回
　
８
Ｈ
／
月 

一
万
円
　
英
算
国
　
週
２
回
　
16
Ｈ
／
月 

　
　
　
　
よ
く
で
き
た
が
５
以
上 

七
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右 

一
・
二
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右 

・
中
学
生 

八
千
円
　
　
　
　
５
教
科
　
３
５
０
以
上 

一
・
二
万
円
　
　
５
教
科
　
２
５
０
以
上 

一
・
六
万
円
　
　
５
教
科
　
１
８
０
以
上 

　
　
　
　
い
づ
れ
も
週
２
回
　
16
Ｈ
／
月 

・
新
１
年
生
は
６
年
生
の
成
績
で
決
定 

     

　
ど
こ
の
国
に
も
な
ま
り
、
方
言
が
あ
り

ア
メ
リ
カ
人
だ
か
ら
と
そ
の
発
音
を
信
じ

る
こ
と
は
危
険
で
す
。
ま
た
彼
ら
は
ゼ
ロ

歳
か
ら
英
語
に
接
し
て
お
り
ど
こ
が
難
し

く
ど
こ
が
易
し
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
指
導
は
一
方
通
行
的
に
な
り
が
ち
で

す
。
結
論
は
語
学
は
苦
労
し
た
人
に
習
う

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

  

　
英
語
で
文
章
を
作
る
の
が
英
作
文
な
ら

私
達
凡
人
に
は
不
可
能
で
す
。
然
し
、
英

語
の
文
章
を
借
り
る
の
な
ら
誰
で
も
努
力

す
れ
ば
可
能
で
す
。 

　
こ
の
観
点
か
ら
真
っ
白
な
小
学
生
に
は

徹
底
し
て
英
検
の
問
題
を
暗
記
さ
せ
て
い

ま
す
。 

 

電
話

０
７
４
５
―

３
２
―

９
２
８
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
台
　
金
澤 

成
績
別
月
謝
制 

英
語
は
日
本
人
に
習
う
べ
き
？ 

英
借
文
？ 

語
学
に
対
す
る
私
の
考
え
方 （

広
告
）
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世帯数....................9,782(＋19)

男　性.................11,415(－９)

女　性.................12,545(－11)

合　計..................23,960(－20)
（ ）は前月比

平
成
24
年
３
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください
76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください
0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。
当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：秘書課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：５月11･18日

午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：５月15日

午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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